
















Significance of the Local Education through Folkloric Performing Arts
−Folkloric Performing Arts Class on Health in the Early Childhood Education Course in Fukushima−
Based on the mission of junior colleges and institutions of higher education that collaborate 
with the local community and demands such as the importance of people’s attitude toward the 
nation and local areas in the Basic Act on Education, we conducted education on folk performing 
arts, using local teaching materials, for students in early childhood education course in 
Fukushima as part of local education. Among the questionnaire questions after the end of classes, 
this paper analyzed responses for questions on “the local feel of the city, town, and village,” “the 
local feel of your prefecture,” “changes in awareness after study,” and “the oral transmission of 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































The enjoyment of the highest attainable standard of health is one of the fundamental rights of every 







Healthy development of the child is of basic importance; the ability to live harmoniously in a 
changing total environment is essential to such development.
子供の健やかな成長は、基本的に大切なことです。そして、変化の激しい種々の環境に順応しなが
ら生きていける力を身につけることが、この成長のために不可欠です。（日本WHO協会訳）












7　「無形文化遺産の保護に関する条約」（Convention for the Safeguarding of the Intangible Cultural 
Heritage）とは、伝統的舞踊、音楽、演劇、工芸技術、祭礼等の無形文化遺産を消失の危機から保護し、
次世代へ伝えていくための国際的な協力及び援助の体制を確立することを目的として策定された政
府間条約である。日本は2004年6月8日受諾した。2008年に策定された運用指針に基づいて、無
形文化遺産代表一覧表への記載が開始された。有形文化遺産であるいわゆる世界遺産は有名である
が、2013年日本の和食が当該一覧表に登録されたことは記憶に新しい。
8　橋本裕之は民俗芸能に関する新たな地平を示した研究者である。「王の舞の成立と展開」，『芸能史
研究』，第102号，1-19頁，1988，「文化としての民俗芸能研究」，『民俗芸能研究』，第10号，22-42
頁他多数。
9　民俗芸能学会：民俗芸能研究の歴史と現状と展望，民俗芸能研究，創刊号，5頁，1985.
10　柏木利恵子：学校教育における民俗芸能の伝承について−遠野郷しし踊り−，　比較舞踊研究，2
巻1号，比較舞踊学会，38-53頁，1996.森下春枝：幼少期における民俗芸能の活用−子どもの心と
身体を育てるアプローチとして−，総合文化研究所年報(青山学院女子短期大学)第19号，21-32頁，
2011. 菱田隆昭・岩川眞紀：「民踊」の学校教育への導入について，こども教育宝仙大学紀要3，
−179−
地域教育に関わる民俗芸能の意義
67-74頁，2012.他
11　「岩手県沿岸部における民俗芸能の再生をめざした後継者育成―普代村の鵜鳥神楽「子ども神楽宿」
の試みを事例として」（『民族藝術』第30号，38-43頁，2014）「岩手県の小・中学校と郷土芸能」，
平成26年度郷土芸能教育実施状況アンケート調査（第4次）報告書，2015.
12　引用文献　10，5- 6頁.
13　浪江町請戸芸能保存会によるいわゆる「請戸の田植踊り」の詳細は、拙稿「無形民俗文化財の原
発被害による現状−福島県浪江町の請戸の田植踊り−」（比較舞踊研究，19巻1号，55-65，2013）「子
ども民俗芸能「請戸の田植踊り」の舞踊動作と構造」（民族藝術，第30号，32-37，2014）で詳細な
報告をした。
14　設問文を「福島県人（地元の県）」としたのは、選択学生に他県在住または通学者が若干名いたた
めである。
